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教育、子育てに光を！

※3蜜回避のため公明党会派を代表して幹事長
と政務調査会長が要望を行っています。

新型コロナウイルス
感染対策に全力！

未だに猛威を振るう新型コロナウイ
ルス。この脅威に対し、公明党・県民
会議として、様々な対策を県に要望
してまいりました。
その一部をご紹介します。

2020/5/12

2020/5/26

2020/6/15

2020/7/10

（公明党・県民会議として要望）

●大阪府及び京都府と協調した自粛解除へ
向けた出口戦略の策定・公表
●社会福祉施設などにおけるオンライン面談
の実施

緊急事態宣言延長に伴う要望

●休業要請事業者経営継続支
援事業の申請要件の見直し
●オンライン授業設備など児
童・生徒の学習環境整備
　などを要望。

●休業要請に応じた事業者への追加支援の
対象要件の緩和
●休業などで社会福祉施設の介護サービスを
受けられない利用者への連携支援
●地域産業に対して国の家賃補助制度に上
乗せしての県独自の支援策実施

（公明党・県民会議として要望）

休業要請事業者へ支援を

●感染拡大の第2派に備
え発熱外来の設置やク
ラスター追跡システム
の構築　などを要望。

新型コロナウイルス
感染症対策への協力
方策として、期末手当

（県議会から要請）

議員報酬カット分を感染対策に

15％削減＋政務活動費9カ月15％削減＋
その他議会運営費等を削減し、総額で約1
億円を捻出。患者の退室後、自動で病室を
消毒するロボットに活用されています。

医療、介護、障害福祉等の従事者への慰労
金支給について、「感染すると重症化するリ
スクが高い患者や利用者との接触を伴うこ
と」「継続して提供することが必要な業務で

（公明党・県民会議として要望）

第一線の方に慰労金支給を

あること」等を踏まえ、
慰労金の支給を国の基
準に沿って、幅広く対象
を拡充することを要望。

2020/4/30

2020/4/28

2020/3/25

2020/4/6

2020/4/24

（公明党・県民会議として要望）

●県が要請し開催中止・延期したイベントなど
の経費に対する速やかな補てん
●家計が逼迫したことにより就学費用の負担
が困難となった学生への支援策
●感染拡大の影響で内定取り消しとなった学
生などへの対応策の検討　などを要望。

学生への支援など２０項目を要望

●金澤副知事に強く延期
を要望。同日、11時よ
り井戸知事が会見で延
期を発表。

（公明党・県民会議、自民党、ひょうご県民連合にて要望）

県立学校再開の延期を要望

●休業要請対象事業者の拡
大及び、休業要請事業者
経営継続支援の対象の拡
充を要望。

（公明党・県民会議、自民党、ひょうご県民連合にて要望）

ＧＷの感染拡大防止策を

●県企業庁が供給してい
る市町の県営水道料金
の免除が実現。

（公明党・県民会議として要望）

水道料金の免除を要望

●県の一括購入によるマス
クや防護服の確保・分配
●感染者のPCR検査拡充
と無症状陽性者の隔離施設確保・拡充
●医療機関に対する運営経費支援を医療従事
者の手当などに適正に充当させる指導
●飲食店のテイクアウト・デリバリー促進事業
の拡充　など17項目の実施を要望。

（公明党・県民会議として要望）

マスクや防護服の確保など

2021/1/20

2020/9/14

（公明党・県民会議として要望）

季節性インフルエンザの
流行を迎えるにあたり、
さらなる感染症対策の強
化を望む声に対して

冬に向けさらなる対策強化を

●医療体制のさらなる充実（インフルエンザの流
行に備えた検査体制の強化）
●新しい生活様式を踏まえた感染予防への備え
（地域防災計画に感染症防止を盛り込む）
●地域経済の活性化と地域の元気づくり（中小企
業の事業継続と芸術文化の支援）
●教育の充実、強化　などを要望。

2021/1/8

（公明党・県民会議として要望）

●病床確保と宿泊療養施
設の活用
●多忙を極める保健所の
体制維持

県内感染急拡大で緊急要望

●２月下旬から見込まれる円滑なワクチン接種
体制の構築
●感染拡大を予防する新しい生活様式「ひょう
ごスタイル」のさらなる普及拡大
　などを要望。

（公明党・県民会議として要望）

●宿泊療養施設入所者と入
院調整中の自宅待機者へ
パルスオキシメーターを配
布。また、すべての宿泊療

緊急事態宣言再発出
さらなる感染防止対策を要望

養施設に人工呼吸器等を配備し、容態の変化
に対応するための体制を構築。
●病院への個人防護服の支給など、スムーズな
支援と入院先確保のための広域的な連携強化
●高齢者に対するＰＣＲ検査と介護度に応じた
受け入れ施設の確保
●介護従事者等への早期のワクチン接種体制の
構築
●コロナ禍で苦しむ中小企業等へ持続化給付金
や家賃支援協力金、雇用調整助成金の継続、
拡大防止協力金の拡充。
●デリバリーサービス・テイクアウト利用促進
キャンペーンの実施による、飲食店への支援
強化
●感染拡大防止にかかる経費に補助金を支給す
る「兵庫県中小企業事業再開支援事業」の再
度実施
●人手不足の業種への労働力移転の促進
などを要望。

新型コロナにより影響を受ける方への支援の延長や拡充を実施。引き続き、現場の声に耳を傾け、スピード感を持って必要な対策を求めていきます。

新型コロナウイルス感染症の伴う主な支援策について

兵庫県時短協力金
コールセンター
078-361-2501

中小企業庁
総務課
03-3501-1768

中小企業庁
技術・経営革新課
03-3501-1816

各金融機関

拡充しました！

拡充しました！

創設しました！

創設しました！

延長・拡充しました！

新型コロナウイルス感染症
拡大防止協力金

雇用調整助成金（新型コロナ特例）

新たな一時金の支給

事業再構築補助金

実質無利子・無担保融資

緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営業や不要不急
の外出・移動の自粛の影響で1月～3月のいずれかの
月の売上が対前年比50％以上減少した中小事業者
法人：最大60万円　個人：最大30万円
※詳細は調整中

新分野の開拓や事業転換のための新たな取組を支援
補助率最大2/3、補助上限1億円
※売上減少事業者への特別枠あり

特措法に基づく営業時間短縮要請に応じた飲食店等
●第2期 2/8～3/7の時短営業（県下全域）
 1日あたり6万円／店舗×時短営業日数
●第1期 1/14～2/7の時短営業（県下全域）
 1日あたり6万円／店舗×時短営業日数
 1/12～1/13の時短営業（神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市）
 1日あたり4万円／店舗×時短営業日数

休業手当等の最大10割を助成、上限15,000／日
※学生アルバイト・パート労働者なども緊急雇用安定
助成金で支援

給
付

給
付

補
助

貸
付

助
成

尼崎市社会福祉協議会
06-6489-3793

尼崎市こども福祉課
06-6489-6349

しごと・くらしサポートセンター
尼崎南 06-6415-6287
尼崎北 06-4950-0584

新型コロナウイルス感染症対応
休業支援金・給付金コールセンター
0120-221-276

兵庫労働局ハローワーク助成金デスク
078-221-5440
雇用調整助成金コールセンター
0120-60-3999

緊急小口資金
総合支援資金

新型コロナウイルス感染症
対応休業支援金・給付金

低所得のひとり親世帯への
臨時特別給付金

住居確保給付金

延長しました！

拡充しました！

再実施します！

延長・拡充しました！貸
付

給
付

給
付

給
付

緊急小口資金：最大20万円を貸付
総合支援資金：最大20万円／月を貸付
（最大6ヶ月以内。再貸付は最大3ヶ月※）
合わせて最大200万円に拡充
※令和3年3月末までの間に貸付が終了した世帯

休業期間中の賃金を受ける事ができない
人に対し、休業前賃金の８割（日額上限
11,000円）を支給

児童扶養手当受給世帯などに対し、5万円
（第2子以降1人につき3万円加算）を給付。
昨年12月を目処に、同額を再給付。
※1回目を受給した世帯は、手続き不要

家賃相当額（上限あり）を、原則３ヶ月間
（最長１２ヶ月まで延長可能、再支給は最大３ヶ月※）
自治体から家主へ支給
※申請期限は令和3年3月末

各大学・
専門学校等の窓口

各大学・
専門学校等の窓口

各学校の窓口

緊急特別無利子
貸与型奨学金

高等教育の
修学支援新制度

高校生等奨学給付金

延長しました！

拡充しました！

再実施します！貸
与

免
除・給
付

給
付

高
校
生・学
生
の
方
向
け

住民税非課税世帯及びこれに準ずる世帯
授業料等の減免・給付型奨学金の支給

生活保護世帯・住民税非課税世帯
教育費負担の一部を給付
（令和3年度から拡充）

第二種奨学金と同額
（月額２万円～12万円など）を
実質無利子で貸与　最大3ヶ月分

一定以上売上が減少している事業者
日本公庫（中小）、商工中金：上限3億円
日本公庫（国民）、民間（信用金庫）：上限6千万円

1回目の接種は、4月から約2ヶ月間で13万人に接種する計画。（1週間で約1万5千人接種を想定）
1回目接種後、3週間で2回目の接種を実施するため、1回目と2回目が重なる週は、3万人が接種できる体制を計画。

新型コロナウイルスのワクチン
接種は、希望者全員に無償で接
種することができます。

事
業
者
の
方
向
け

個
人
の
方
向
け



2020/11/19･20

尼崎市の児童虐待に関する相談件数が急
増しているのを受け、児童虐待相談への迅
速できめ細かな対応を目指すため、県所管
の尼崎こども家庭センターが本年4月より
開設されます。市の子育ての多様な相談・
支援機能と県の児童相談所を組み合わせ、
虐待の予防と解決を図ります。
尼崎市が設置している子どもや子育てに関
する総合支援施設「いくしあ」（あまがさ
き・ひと咲きプラザ内）に隣接する、ひと咲
きタワー内に開設。尼崎市との連携をさら
に強化し、対応力の強化を目指します。

県と市が連携する兵庫県・尼崎こども家庭センターを開設

尼崎市の児童虐待の急増に対応

「兵庫県・尼崎こども家
庭センター」は本年４
月にひと咲きタワー内
に開設されます

第３５２回定例県議会で、令和2年
１２月７日に一般質問に登壇しまし
た。喫緊の課題となっている産前・
産後ケアの拡充や発達障がい児の
保護者への支援、また、これからの
教育のあり方など多岐にわたって
県当局の今後の取り組みなどにつ
いて質問しました。

議会報告

小泉ひろき活動記録 小泉ひろき議会報告

県議会公明党・県民会議議
員団として国の令和３年度
当初予算の編成に対し、公
共事業費の上積みや、「GO 
ＴＯ キャンペーン」の拡充
等を求める要望書を西村経
済再生担当大臣に手渡しま
した。
また各省庁を回り、新型コ
ロナウイルス感染症対策を
はじめとした県の諸課題や

県議会公明党・県民会議として

国への要望活動

①SDGsを県政の基軸に据えた取り組みの
推進

②ポストコロナ時代の自律分散型社会を目指
す地域創生戦略の見直し

③認知症対策の大幅な強化

県議会公明党・県民会議として、井戸知
事、行政関係部署に令和３年度当初予
算編成に対する申し入れを行いました。

「令和3年度当初予算編成」申し入れ

要望書を西村経済再生担当
大臣に手渡す

第３５０回県議会（臨時議会）で、令和2年７月２７日質疑を
行いました。中では、医療機関等の施設内で新型コロナウ
イルス感染症に対応してきた方々への慰労金の支給と今後
の県内の医療体制の確保について県の考えを質問しました。

１ 新型コロナウイルス感染症
対応従事者慰労金の支給に
ついて　

２ 医療体制の確保について

第３５０回 臨時県議会で質疑に登壇

質問項目

新型コロナ対応の現場職員への慰労
金支給などについて県の考えを質問

これからの教育のあり方などについて
県の今後の取り組みなどを質問

議会報告

第３47回定例県議会で、令和2年2月26日に一般質問に登壇
しました。高齢者への特殊詐欺防止の対策など多岐にわたり、
県当局の今後の取り組みなどについて質問しました。

１ 震災の教訓の継承について
２ 歯科口腔保健対策の推進について
３ 産後ケアについて
４ 商工会・商工会議所を通じた小規模事業者支援について
５ 阪神間における人口増に向けた空き家対策について
６ 尼崎宝塚線（阪急立体工区）街路事業の推進について
７ 特殊詐欺対策について  

質問項目

高齢者に対する特殊詐欺防止への
さらなる対策強化を要望しました

議会報告

尼崎市「兵庫県
立障害児者リハ
ビリテーション
センター開所記
念式典」に参加
しました。

2020/2/1

2020/10/16 2020/11/11

NPO法人脳脊髄
液減少症患者・家
族支援協会主催
の「脳脊髄液減少
症シンポジウム」
に参加しました。

2020/2/23
尼崎市立中央中
学校で開催され
た「令和２年度兵
庫県・阪神地域合
同防災訓練」に
参加しました。

2020/9/20
「六甲アイランド
第三高架橋PE９
下部工事」の視
察に参加しまし
た。

2020/9/23

2020/11/17

産業労働常任委
員会で但馬・丹
波地域の酒蔵な
どを視察しまし
た。

新年の尼崎市消防出初式に
参加しました。日頃より、消
防業務に携わって頂いてい
る関係者の皆様に心から感
謝申し上げます。

2021/1/10
「ひょうご安全の日1.17
のつどい」に参列。犠牲
者を悼み献花いたしまし
た。阪神・淡路大震災から
26年。教訓の継承を共に
誓う集いとなりました。

2021/1/17
『成人の日のつどい～変幻自在～』に
参加しました。例年とは異なり、1部・2
部と分散し、時間も短縮、また同時配
信もされ、開催されました。
本年も若者の声を政治に届け、実現
できるよう全力で頑張ります！

2021/1/11

県議会公明党・県民会議として県内各所を視察
●グローバルイノ
ベーションセン
ター・起業プラザ
ひょうご（写真左）
●南芦屋浜地区の高
潮対策工事現場

④重度障害者医療費助成事業における訪問
看護療養費の助成拡充
⑤県内産業の就労構造の転換支援
⑥県行政のデジタル化の推進による新しい
行政の確立
⑦通学路対策の推進

厳しい財政状況等を踏まえ、
予算化等に向けた要望書を
手渡しました。  

●西宮統合新病院建設
予定地
●県立西宮病院にてパ
ルス方式キセノン紫
外線照射ロボットを
視察（写真中央）

●神戸市立医療セ
ンター中央市民
病院（新型コロナ
ウイルス感染症
対応の臨時病棟
を視察）（写真右）

古くて狭い尼宝線の橋梁の
拡幅工事が進んでいます！

側道 側道

側道 側道

視覚障がい者などの道路横断支援へ

尼崎市と宝線市を結ぶ尼宝線にある阪
急神戸本線をまたぐ橋梁（南武庫之荘7
丁目～武庫町1丁目）は、南北4車線の中、
この区間のみ2車線で慢性的な交通渋滞
が発生しています。過去には20数件の交
通事故も発生しており、建設後約90年が

経過している橋梁の老朽化対策などの課
題を抱え、安全・安心で快適な社会生活
確保のため、早期の整備が求められてい
ます。
何度となく地域住民の皆さまと話し合い
を重ね、早期の供用開始に向けて整備が

進められています。
4車線化により、交通渋滞を解消し、沿
道環境の改善や緊急輸送道路として都

市の防災機能も高まることが期待されて
います。（コロナ禍の影響で工事に遅れ
が生じています）

振り込め詐欺から
お年寄りを守れ！

特殊詐欺防止のための簡易型警告・
自動通話録音機「録音チュー」の配
布・設置事業が昨年9月より開始され
ました。警察が検挙した特殊詐欺犯

人グループのアポ電名簿に記載の
あった65歳以上の高齢者宅を訪問し、
注意喚起を行うとともに、機器を無
償で希望者へ設置します。現在、兵庫
県下の各警察署や地域安全まちづく
り推進員を通じて約10,000個が配
布されています。

2021年度より、スマホの音声で信号の
色を伝える通信装置を信号機に設置する
予定です。
専用アプリをスマホにダウンロードし、通
信装置がある信号機に近づくと、信号の
色や交差点名などの情報がスマホに伝わ
り、音声とともに振動も起きる仕組みに
なっています。

これまで視覚障がい者の横断支援として
は音響式信号が整備されていますが、近
隣住民への配慮で早朝・夜間は音が鳴ら
ない設定の信号もあります。今回のシステ
ムは、時間帯を問わず使える安心ツールと
して期待されています。
私は昨年12月定例県議会で同システムに
対応した信号機の普及を訴えていました。

１ 県職員における男性の育児
休業の促進について

　　　次期アクション８の「男性の育児
休業」の数値目標を上げ、それを実現す
るための職場環境の整備とともに、育休
等取得中に男性が家事・育児にしっかり
取り組めるための男性の意識の改革を
どのように進めていくのか。

　　　（知事）　来年度からの次期計画
において、現行の数値を上回る新たな
数値目標を設定し、職員への制度周知
や研修を通じて、対象職員のみならず上
司も含め、家事・育児への参画意識を高
めていく。ただ、課題が１つあり、育児休
業は無給で、給料の支給対象にはなっ
ていないため、互助会などの支援も含め
ながら、これらの課題も検討する必要が
ある。

３ 発達障がい児の保護者に対す
る支援について

　　　発達障がいなどの支援を行ってる
民間団体や啓発にかかる行事への支援
など、発達障がい児の保護者への支援を
今後どのように充実していくのか。

　　　（知事）　ペアレントトレーニング
等を導入済みの市町を４１市町に拡げる
べく努力をする。また、関係団体への助成
を通じた相談支援を行う等、引き続き関
係機関と連携しつつ、家庭の状況や子ど
もの特性に応じた多様な保護者支援の充
実に努める。

２ 虐待や産後うつを防ぐための
産前・産後ケアの拡充について

　　　産前・産後の切れ目のないケアが
必要であり、虐待や産後うつを防ぐため
にはさらに拡充させることが求められて
いると考えるが。

　　　（健康福祉部長）　「産前・産後サ
ポート事業」や「産後ケア事業」において、
同じ助産師が継続して妊産婦を担当し、
相談に加え、心身のケア、育児サポート
等きめ細かな支援ができるよう新たな仕
組みづくりについて、検討を進める。

７ スマートフォンアプリ対応の信
号機設置の推進について

　　　視覚障がい者や高齢者の安全安
心な暮らしのため、またバリアフリー化の
促進のためにも、「高度化PICS」信号機
の設置推進を国に要望、県としても財源
確保し、計画的に整備するべきと考える
が。

　　　（警察本部長） 既に導入している
先進県の設置状況等について調査する
など、「高度化PICS」の導入に向けた検
討を進めている。今後は、警察庁への要
望も含めて必要な予算の確保に努め、
「高度化PICS」の整備に努める。

６ ＩＣＴを活用した新しい教育
の展開について

　　　ＩＣＴ環境が整備され、教育の幅も
広がってくる社会を見据え、ＩＣＴを活用し
た学校の教育活動における新しい教育を
どのように展開するのか。

　　　（教育長） ICTを活用し、事前・事
後学習を充実させることにより、体験活動
全体が、さらに有意義なものとなるための
方策について校長会と連携して検討を行
う予定である。またICTを活用した好事例
を紹介するなど、児童生徒の発達段階や
学習場面に応じてICTを効果的に活用し、
新しい学習活動へとつなげるよう支援す
る。

４ 県営住宅入居の承継に関する
要件緩和について

　　　新しい課題（長期介護や残された
子ども・孫がひきこもりである場合）など、
県営住宅入居の承継に関する、兵庫県独
自の要件緩和の方向性について、どのよ
うに考えているのか。

　　　（まちづくり部長）　多様化する個
別的要因に対応するため、今後は､ガン
等重い病気やひきこもり状態の方がいる
場合には、医師の診断書や指定管理者が、
市町､民生委員等と連携し、入居者情報、
課題を共有し、そして意見を集約する判
定会議などの意見を参考に、柔軟に承継
を認める。

５ 多様な学びの場としての多部制
高校の充実について

　　　高等学校のあり方に関する有識
者会議での議論の進捗状況を踏まえた
上で、多部制高校の募集定員の見直し等、
さらなる充実のために今後どのように取
り組むのか。

　　　（教育長） ひょうご未来の高校教
育あり方検討委員会からの報告・提言は、
12月中旬に予定しているパブリックコメ
ントを経て、３月に受ける予定である。そ
の報告・提言を受けた後、具体的な検討に
入る。
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